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奈
良
市
Ｓ
Ｃ
の
会
員
数
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
減
少
に
転
じ
、
平
成
26
年
度

に
は
前
年
度
よ
り
３
２
７
人
減
の
１
７

０
２
人
、
女
性
会
員
数
は
１
３
２
人
減

の
４
７
６
人
と
な
っ
た
。

　
そ
う
し
た
情
勢
を
受
け
て
会
員
拡
大

が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
中
、
平
成
27
年

度
に
女
性
会
員
拡
大
策
の
一
つ
と
し
て
、

女
性
部
が
発
足
し
た
。

　
後
藤
勝
己
事
務
局
長
は
「
女
性
会
員

を
増
や
す
に
は
、
女
性
の
活
躍
の
場
を

創
出
し
て
、
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く

り
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

と
、
取
り
組
み
の
目
的
を
話
す
。

女
性
部
に
よ
る
教
室
が
好
評

　
女
性
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
理
事
を
含

む
６
人
。
活
動
と
し
て
、
２
つ
の
教
室

を
企
画
・
開
催
し
て
い
る
。
教
室
で
作

る
作
品
の
ア
イ
デ
ア
出
し
や
材
料
の
調

達
は
話
し
合
っ
て
決
め
、
講
師
は
全
て

メ
ン
バ
ー
が
持
ち
回
り
で
担
う
。
会
費

は
実
費
の
み
（
３
０
０
～
６
０
０
円
）。

毎
回
２
時
間
程
度
で
、
大
作
を
作
る
場

合
は
２
回
に
分
け
て
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
員
が
未
入
会
者
を
誘
っ
て

参
加
す
る
こ
と
で
、
新
入
会
員
の
獲
得

に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
た
。

●
「
手
作
り
教
室
」

　
平
成
28
年
度
か
ら
、「
手
作
り
教
室
」

を
毎
月
第
４
月
曜
日
に
セ
ン
タ
ー
の
会

議
室
で
実
施
し
て
い
た
。
し
か
し
コ
ロ

ナ
禍
は
、
開
催
頻
度
を
２
～
３
か
月
に

１
度
に
減
ら
し
、
人
数
も
最
大
10
人
に

制
限
。
令
和
３
・
４
年
度
は
、
４
月
、

６
月
、
８
月
、
９
月
の
主
に
第
４
月
曜

日
に
開
催
し
て
、
各
回
５
～
10
人
が
参

加
し
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
参
加
者

は
会
員
の
み
だ
が
、
令
和
３
年
４
月
に

行
っ
た
「
金
魚
の
つ
る
し
飾
り
」
作
り
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　奈良市ＳＣでは、平成27年度に女性部を発足した。「手作
り教室」や「折り紙教室」の企画・開催のほか、多くの市
民が利用する20か所の施設で作品を常設展示し、作品の巡
回展示を年 2回行うなど活動の幅を広げたことで、センタ
ーの認知度が上がっている。作品を見た市民からは教室へ
の参加や入会の問い合わせがあるなど反響も大きく、女性
会員の拡大に貢献している。

手
芸
や
折
り
紙
の
作
品
が

知
名
度
ア
ッ
プ
と
会
員
拡
大
に
貢
献

公
益
社
団
法
人

奈
良
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
奈
良
県
）

女性部が企画・開催する「手作り教室」
（写真上）。この日は、ファスナーを使っ
たブローチ（写真左）を作った
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に
は
、
未
入
会
者
２
人
が
参
加
し
た
。

●
「
折
り
紙
教
室
」

　
平
成
29
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
折

り
紙
教
室
」
は
、
女
性
部
部
長
の
奥
田

和
子
さ
ん
の
提
案
で
始
ま
り
、
自
身
が

講
師
を
務
め
て
い
る
。

　
「
提
案
し
た
と
き
は
、
折
り
鶴
な
ど

一
般
的
な
も
の
を
作
る
と
思
わ
れ
て
、

賛
成
す
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
奥
田
さ
ん
。

　
し
か
し
、
独
創
的
な
折
り
方
に
加
え

て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
飾

り
、
リ
ー
ス
な
ど
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
に

も
な
る
折
り
紙
と
あ
っ
て
人
気
が
高
ま

っ
て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
人
数
制
限

を
し
な
が
ら
10
回
、
令
和
４
年
度
は
毎

月
開
催
し
て
お
り
、
各
回
４
～
７
人
が

参
加
し
て
い
る
。

　
奥
田
さ
ん
は
「
手
作
り
教
室
は
、
何

を
作
る
か
ア
イ
デ
ア
出
し
に
苦
労
し
ま

す
。
折
り
紙
教
室
は
、
新
し
い
折
り
方

が
ど
ん
ど
ん
考
え
ら
れ
る
の
で
、
続
け

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
材
料
の
準

備
な
ど
は
大
変
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
と
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま

す
」
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
教
室
も
、
ス
タ
ー
ト
当
初

は
、
会
員
が
未
入
会
の
友
人
・
知
人
を

誘
っ
て
参
加
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
が
、

近
年
は
未
入
会
者
の
参
加
は
ま
れ
で
あ

る
。
ま
た
、
会
員
の
参
加
者
も
ほ
ぼ
同

じ
顔
ぶ
れ
だ
と
い
う
。

　
そ
の
要
因
は
、
開
催
場
所
で
あ
る
セ

ン
タ
ー
が
市
の
東
部
に
位
置
し
、
公
共

交
通
機
関
で
の
ア
ク
セ
ス
が
不
便
な
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
市
の
西
部

に
住
む
会
員
か
ら
は
「
参
加
し
た
い
が

遠
い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
令
和
４
年
12
月
16
日
、
西

部
公
民
館
で
行
っ
た
入
会
説
明
会
の
開

催
に
合
わ
せ
て
、
同
じ
会
場
で
「
折
り

紙
体
験
教
室
」
を
実
施
し
た
。
体
験
教

室
に
は
、
会
員
８
人
が
参
加
。
入
会
説

明
会
の
参
加
者
も
見
学
し
、
う
ち
１
人

が
体
験
教
室
に
参
加
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
ま
た
、
折
り
紙
を

楽
し
み
た
い
」
と
の
声
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
令
和
５
年
１
月
27
日
に
同
じ
会

場
で
折
り
紙
教
室
を
開
催
し
、
７
人
が

参
加
。
１
人
の
女
性
が
、
新
た
に
入
会

す
る
と
い
う
成
果
に
つ
な
が
っ
た
。

市
内
各
所
で
の
作
品
展
示
が

普
及
啓
発
に
つ
な
が
る

　
女
性
部
の
折
り
紙
作
品
は
、
市
役
所

や
銀
行
、
郵
便
局
の
窓
口
な
ど
、
市
民

が
多
く
利
用
す
る
施
設
20
か
所
に
飾
り
、

２
か
月
ご
と
に
交
換
し
て
い
る
。
訪
れ

た
人
に
季
節
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
作
品
は
干え

と支
や
ひ
な
人
形
、

金
魚
と
い
っ
た
季
節
感
の
あ
る
も
の
が

女性部部長の奥田和子さんが講師を務める「折り紙教室」
（写真上）。折り紙作品（写真下）は、市役所や郵便局、銀
行などの市内20か所で窓口に飾り、2か月ごとに交換して
季節感を演出している

毎年5月と10月には、啓発ポスターと共に、市内3か所を
巡回しながら女性部の作品を展示している
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中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
作
品
を
展
示
し
て
い
る
施
設
の
職
員

か
ら
は
、
市
民
に
好
評
で
喜
ば
れ
て
い

る
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、

作
品
を
見
た
市
民
か
ら
は
「
作
り
方
を

教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
問
い
合
わ

せ
が
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

　
毎
年
５
月
と
、
普
及
啓
発
促
進
月
間

の
10
月
に
は
、
市
役
所
１
階
連
絡
通
路
、

シ
ル
キ
ア
奈
良
ホ
テ
ル
日
航
、
北
部
会

館
３
階
市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
３
か
所
で
、

啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
共
に
女
性
部
の
作
品

を
展
示
し
て
い
る
。
作
品
は
会
場
を
巡

回
し
、
令
和
４
年
度
は
５
月
16
日
～
６

月
21
日
と
、
10
月
７
日
～
11
月
４
日
に

実
施
し
た
。

　
以
前
も
普
及
啓
発
を
目
的
に
、
市
役

所
な
ど
を
利
用
し
て
パ
ネ
ル
展
示
を
行

っ
て
い
た
が
、
女
性
部
の
作
品
が
多
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
作
品
展
示
に
切
り
替

え
た
と
こ
ろ
、
市
民
か
ら
「
入
会
説
明

会
に
参
加
し
た
い
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
増
加
し
た
と
い
う
。

　
後
藤
事
務
局
長
は
「
女
性
部
の
活
動

の
お
か
げ
で
、
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
が

上
が
っ
て
い
る
」
と
、
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
で
の
作
品
の

展
示
販
売
が
好
評

　
女
性
部
は
、
平
成
28
・
29
年
度
に
奈

良
県
Ｓ
Ｃ
協
議
会
主
催
の
「
シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ス
タ
㏌
な
ら
」
で
、
作
品
を
展
示

販
売
し
た
。
ブ
ー
ス
に
は
、
６
か
月
の

製
作
期
間
を
費
や
し
た
大
規
模
な
つ
る

し
飾
り
と
、
ア
イ
デ
ア
と
技
術
を
駆
使

し
て
製
作
し
た
華
や
か
な
布
小
物
や
編

み
物
、
折
り
紙
作
品
を
出
品
し
、
来
場

者
の
目
を
引
い
た
。
売
れ
行
き
も
好
調

だ
っ
た
と
い
う
。

　
令
和
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
シ

ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
の
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
女
性
部
は
新
た
に
地
元

商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト「
も
い
ち
ど
夜
市
」

に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
夜
市
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で

の
イ
ベ
ン
ト
の
在
り
方
を
検
証
す
る
意

味
を
込
め
て
、
令
和
４
年
10
月
21
・
22

日
の
19
～
22
時
ご
ろ
に
「
も
ち
い
ど
の

セ
ン
タ
ー
街
」
で
３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ

た
。〝
も
ち
い
ど
の
（
餅
飯
殿
）〟は
、
近

鉄
奈
良
駅
か
ら
南
に
３
０
０
ｍ
ほ
ど
の

奈
良
町
に
位
置
し
、
そ
こ
に
つ
な
が
る

セ
ン
タ
ー
街
の
名
称
。
幅
３
ｍ
ほ
ど
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
、
新
旧
１
０
０

以
上
の
店
が
並
ん
で
い
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
店
準
備
に
は

時
間
を
か
け
ら
れ
な
い
た
め
、
後
藤
事

務
局
長
は
飾
り
台
を
用
意
し
て
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な

ど
し
て
女
性
部
を
サ
ポ
ー
ト
。
大
型
の

ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
に
作
品
を
掛
け
る
展

示
方
法
は
「
目
に
付
き
や
す
い
」
と
商

店
街
の
人
た
ち
に
も
評
判
で
、
２
日
間

で
76
作
品
、
計
３
万
１
５
０
０
円
と
、

売
れ
行
き
も
良
か
っ
た
。
購
入
者
に
は
、

商
品
と
一
緒
に
セ
ン
タ
ー
の
案
内
チ
ラ

シ
を
袋
に
入
れ
て
渡
し
、
店
頭
に
は
セ

ン
タ
ー
の
住
所
や
電
話
番
号
な
ど
を
記

し
た
カ
ー
ド
を
置
い
て
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
ま
た
、
作
品
の
展
示
販
売
ス
ペ
ー
ス

横
に
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が
間
近
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
折
り
紙
の
ハ
ロ
ウ

そろいの赤いエプロンを着用して、「もいちど夜市」に参加
した女性部メンバー（写真上）。折り紙のハロウィーン飾り
作りの無料体験は子どもたちに人気だった（写真下）
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ィ
ー
ン
飾
り
作
り
の
無
料
体
験
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
。
５
分
程
度
で
完
成
す
る
よ

う
に
途
中
ま
で
仕
上
げ
た
も
の
を
20
セ

ッ
ト
用
意
し
た
と
こ
ろ
、
初
日
で
全
て

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、

２
日
目
に
は
急
き
ょ
25
セ
ッ
ト
を
用
意

し
た
と
い
う
。

　
夜
市
に
参
加
し
た
女
性
部
メ
ン
バ
ー

か
ら
は
、「
お
客
さ
ん
と
や
り
と
り
が
で

き
て
、
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
」「
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
有
意

義
な
取
り
組
み
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
女
性
部
の
活
動
が
、
も
ち
い
ど

の
セ
ン
タ
ー
街
の
広
報
誌
で
紹
介
さ
れ

た
こ
と
も
、
メ
ン
バ
ー
の
や
り
が
い
に

つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。

新
た
な
制
度
の
導
入
で

会
員
が
大
幅
に
増
加

　
令
和
３
年
度
の
会
員
数
は
前
年
度
よ

り
86
人
増
加
し
、
１
５
４
２
人
と
な
っ

た
。
そ
の
う
ち
女
性
は
59
人
増
の
４
９

６
人
と
な
っ
た
。

　
そ
の
要
因
は
、
女
性
部
の
活
躍
ば
か

り
で
な
く
、
令
和
元
年
度
に
導
入
し
た

「
夫
婦
会
員
制
度
」
と
「
プ
ラ
チ
ナ
会

員
制
度
」
に
も
あ
る
。

●
「
夫
婦
会
員
制
度
」

　
夫
婦
で
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
た
場
合
、

夫
ま
た
は
妻
の
ど
ち
ら
か
の
年
会
費
が

半
額
（
１
０
０
０
円
）
に
な
る
制
度
。

す
で
に
入
会
し
て
い
る
男
性
に
制
度
を

周
知
し
、
妻
が
入
会
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
令
和
５
年
１
月
末
日
現
在
で
、
93

組
が
登
録
し
て
い
る
。

●
「
プ
ラ
チ
ナ
会
員
制
度
」

　
プ
ラ
チ
ナ
会
員
制
度
は
、
高
齢
な
ど

の
事
情
で
就
業
は
で
き
な
い
が
、
セ
ン

タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
参
加
を
希
望
す
る
会
員
を
対
象
に
設

け
た
も
の
で
、
年
会
費
は
５
０
０
円
。

加
齢
や
体
調
を
理
由
に
、
更
新
を
迷
っ

て
い
る
会
員
の
退
会
抑
制
に
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
。
中
に
は
退
会
後
に
再
度

プ
ラ
チ
ナ
会
員
と
し
て
登
録
す
る
人
や
、

年
度
途
中
で
差
額
会
費
を
支
払
っ
て
正

会
員
に
復
帰
し
た
人
も
い
る
。
令
和
５

年
１
月
末
日
現
在
で
、
61
人
が
登
録
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー
の
施
策
が

奏
功
し
て
大
幅
な
会
員
拡
大
を
実
現
し

た
が
、
後
藤
事
務
局
長
は
「
今
後
と
も

会
員
拡
大
は
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
女

性
会
員
の
活
躍
の
場
を
拡
充
し
て
い
く

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
魅
力

あ
る
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
令
和
４

年
11
月
15
日
に
は
、
一
般
財
団
法
人
奈

良
の
鹿
愛
護
会
と
連
携
し
「
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
な
ら
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
２
０
２
２
」

と
題
し
て
、
奈
良
公
園
内
の
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
男
女
合
わ
せ
て
会
員
37
人
と
、
職
員

３
人
が
参
加
。
13
時
～
15
時
20
分
に
全

員
が
セ
ン
タ
ー
名
入
り
の
グ
リ
ー
ン
の

ビ
ブ
ス
（
ベ
ス
ト
）
を
着
用
し
て
、
の

ぼ
り
旗
を
立
て
て
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
清
掃

活
動
を
行
っ
た
。
清
掃
活
動
の
後
に
は
、

奈
良
の
鹿
愛
護
会
職
員
か
ら
鹿
の
生
態

に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
ほ
か
、

秋
の
風
物
詩
・
鹿
の
角
切
り
を
行
う
鹿

苑
角
き
り
場
な
ど
、
日
ご
ろ
入
れ
な
い

施
設
を
見
学
し
た
。

　
「
会
員
は
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
女
性
部
の
活
動
を
盛
り

上
げ
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力

あ
る
行
事
を
展
開
し
て
会
員
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
後
藤
事
務
局

長
は
語
っ
た
。

�

（
井
本
旬
子
）

事業運営状況� （平成29年度～令和 3年度）
年度 会�員�数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成29 1,104 444 1,548 1.2 888
（95,514） 57.4 5,496 474,866 24.0/76.0

30 1,076 448 1,524 1.2 1,087
（96,601） 71.3 5,078 487,562 24.3/75.7

令和元 1,041 449 1,490 1.1 1,071
（97,152） 71.9 5,185 501,814 24.2/75.8

2 1,019 437 1,456 1.1 1,018
（91,600） 69.9 4,883 484,267 27.9/72.1

3 1,046 496 1,542 1.2 1,023
（90,512） 66.3 4,868 480,957 29.0/71.0

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


